
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

        

 

 

 

 

いずみこどもＡＩＤ Letter  第４号     ２０１６．１ 

 

〒594-0066  和泉市桑原町 279-2 第１泉洋ビル３０６号室   

いずみこどもＡＩＤ事務局 

                    ☏ 090-6730-9653      

 
  

チャイルドラインいずみ 

２０１５年度チャイルドラインいずみ講演会、第１６期受

け手ボランティア養成講座を開催しました。 

 

和泉市との協働事業である「チャイルドライン

いずみ」の公開講演会を昨年９月３０日に開催し

ました。講師には金香百合（キムカユリ）さんをお

招きし、【こどもの自立をはぐくむとは～ありの

ままのこどもをみつめよう～】というタイトルで

お話をしていただきました。金さん自身が里親

として今直面している苦悩をまじえながらのお

話に親近感を感じ、身近な問題としてとらえるこ

とができました。また元気がもらえる講演会でし

た。公開講演会に引き続き１０月７日～１２月２日ま

で、第１６期受け手ボランティア養成講座を開講

しました。傾聴・コミュニケーション・性について・

子どもの現状など様々な分野での講師講座と

ワークショップをまじえた連続講座のなかで、た

くさんの出会いと気づきがありました。 

２０１６年度も、公開講演会や第１７期受け手ボラ

ンティア養成講座を企画したいと思っておりま

す。みなさまのご参加をお待ちしております。 

オープンして１年が過ぎました。運営は相変わら

ず資金集めなどに奔走してバタバタとしながら

も、こどもたちが来る時間はまったりと過ごしてい

ます。和泉市の「ちょいず」に認定されて、多くの

みなさんのＰＲと投票により、運営にご協力をいた

だけた年となりました。 

昨年９月に１周年を迎え、講演会（レインボーハウ

スの土井広行さん）を開催、１周年報告書を作成し

ました。研修を受けた新たなスタッフも加わりまし

た。桃山学院大学社会学部社会福祉学科の 1 回生

の実習を受け入れて、現場には大学生も参加する

ようになりました。こどもがありのままでいられる

安心できる居場所でありたいという気持ちでこれ

からも経験を積み重ねていきたいと思っていま

す。日々、居場所に通うこどもたちのパワーを感じ

ています。 

２０１６年度から「こどもの居場所ＣｏＣｏ」は、従来

の火・木・土曜日（１１時～１４時）に金曜日（１３時～１６

時）を加えて曜日選択制（複数可）になります。 

「ＣｏＣｏ ｄｅ おしゃべり」（おとなの交流の場）は

従来より３０分増やしまして第１金曜日１０時～１２時

（予約制・参加費１００円）に変更しました。 

「こどもの居場所ＣｏＣｏ」は、まだまだ創りあげ

ている段階です。ご理解、ご協力お願いいたしま

す。 

こどもの居場所 CoCo 

1 周年を迎えました♪ 

桃山学院大学実習生が加わりました 

賛助会員を募集中 
（個人 1口 1000 円 ・ 団体 1口 5000 円） 

何口でも可。レターを年２回お届けします。 

講演会・講座ご案内・優先受付いたします。 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「幸せの黄色いレシートキャンペーン」ご協力のお願い 
毎月１１日は和泉府中イオン（旧・和泉府中サティ）の「幸せの黄色いレシートキャンペーン」の日です。 

イエローレシートキャンペーンは毎月１１日イオン和泉府中店で品物を購入すると黄色いレシートが発行されます。

それをレジ近くにある「いずみこどもＡＩＤ（旧・チャイルドラインいずみＡＩＤ）」と書かれた箱に入れていただくと、

金額の１％が、団体の活動費用としてイオンの金券で支給されることになっています。毎月１１日お買い物の際に

は、「幸せの黄色いレシートキャンペーン」に、ご協力のほどよろしくお願いいたします。（月によっては、このキャン

ペーンは「東日本大震災への寄付」になります。そちらへもご協力お願いいたします。） 

  

「こどもの居場所ＣｏＣｏ」の活動は和泉市の後援を戴き、平

成２７年度に引き続き、平成２８年度の「ちょいず（和泉市あな

たが選ぶ市民活動支援事業）」に認定されました。和泉市在

住の方はぜひ「不登校のこどもの居場所」（いずみこどもＡＩ

Ｄ）に投票をお願いします。ぜひ、お知り合いのかたにも「い

ずみこどもＡＩＤ」のＰＲお願いします。 

  


